
69

「きのせいですよ。」
おんなのひとが なんとか ごまかして くれました。
ひとくいおには おおきな ふくろの なかから きんかを だして かぞえはじめました。
そして、そのうち グーグーと おおきな いびきを かいて ねむって しまいました。

ひとくいおにが、グーグーと ねむってしまうと、ジャックは めんどりを かかえて にげだしました。
ジャックは また、つるを したに したにと おりていきました。
きんの たまごを うむ めんどりを みて おかあさんは おおよろこびです。

ひとくいおには  ドスンと いすに すわり、
はなを くんくん させました。
「なんだか、にんげんの こどもの においが するぞ。」

ひとくいおには  ドスンと いすに すわり、
はなを くんくん させました。
「なんだか、にんげんの こどもの においが するぞ。」
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ジャックは かまどを ぬけだし、きんかの ふくろを かかえて にげました。
のぼってきた つるを こんどは したに したにと おりていきました。
たくさんの きんかを みて おかあさんは おおよころびです。

そらの うえの おしろに つくと、こっそりと しのびこみました。
ジャックが かまどの なかに かくれてみてみると ひとくいおにが めんどりを かかえてきました。
「たまごを うめ！」
と めいれいすると、めんどりは コロン コロンと きんの たまごを うみました。

きが まっぷたつに われ、ひとくいおには ドスンと じめんの うえに ついらく しました。
こうして ジャックは、ひとくいおにを たいじ することが でき、おかあさんと しあわせに 
くらしました。

むかし ジャックという おとこのこと その おかあさんが すんでいました。
ふたりは とても まずしかったので、とうとう たいせつな うしを うることに しました。

よくじつ、また ジャックは 
つるを のぼって いきました。
よくじつ、また ジャックは 
つるを のぼって いきました。
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ひとくいおには めをさまし、
「おまえだな、 きんかを ぬすんだのも、めんどりを ぬすんだのも！」
と かんかんに おこって おいかけて きました。
ジャックは いそいで つるを つたって おりていきました。

そのはなしを きいた おかあさんは
「なんて ばかなことを したんだ。 おまえは だまされたんだよ。」
と かんかんに おこり、まめを まどの そとに なげすてて しまいました。

そのひ、ひとくいおにが とりだしたのは きんの たてごと でした。
「うたえ！」
と めいれいすると、たてごとは うつくしい おんがくを かなでました。
ひとくいおには おんがくを ききながら また ねむってしまいました。

「ここは おそろしい ひとくいおにのいえ なんだよ。 はやく かえりなさい！」
ちょうど そのとき ドシン ドシン と おとがして ひとくいおにが かえって きました。
「たいへんだ！ さあ、ここに かくれてなさい！」
おんなのひとは おおいそぎで ジャックを かまどの なかに かくしました。

また つぎのひ、ジャックは そらの うえに いきました。また つぎのひ、ジャックは そらの うえに いきました。

くもを つきぬけて く ものうえに つくと、そこには おおきな おしろが ありました。
ジャックが おしろを たずねると おんなのひとが でてきて いいました。
くもを つきぬけて く ものうえに つくと、そこには おおきな おしろが ありました。
ジャックが おしろを たずねると おんなのひとが でてきて いいました。
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いえが みえてくると、ジャックは おもいきり さけびました。
「おかあさん！ おのを もってきて！」
ジャックは おのを つかみ ちからいっぱい ふりおろしました。

「だめだよ！ このうしは まちで たかく うらなきゃ いけないんだ。」
ジャックが いうと、
「このまめは ただのまめ じゃない。 まほうのまめ なんだよ。」と おじいさんは いいました。
ジャックは しばらく かんがえて、まめと うしを こうかんして しまいました。

つぎのあさ、ジャックが めを さますと、なげすてたまめが おおきな おおきなきに なっていました。
ジャックは なんだか おもしろそうだと おもい、さっそく のぼって みることに しました。

ジャックは きんのたてごとを もちさろうと しました。
そっと たてごとを かかえたとき、たてごとが おおきなこえで
「だんなさま！　だんなさま！」
と なりました。ジャックは ついに ひとくいおにに みつかってしまいました。

ジャックが うしを つれて まちへ むかっているとき ひとりの おじいさんに あいました。
おじいさんは、
「そのうしと このまめを 、こうかんしないか?」
と いいました。

ジャックが うしを つれて まちへ むかっているとき ひとりの おじいさんに あいました。
おじいさんは、
「そのうしと このまめを 、こうかんしないか?」
と いいました。


